
金窪八幡神社 
大永5年（1525）、金窪城主の斎藤盛光により創建。

秋祭りでは、町指定文化財になっている獅子舞が

奉納される。 

陽雲寺 
武田信玄の正室が仏門に入ったというエピソード

が残る寺。法名を陽雲院といった。その墓は、町指

定の文化財となっている。 



勝場の一里塚跡 
日本橋から23里目の一里塚。社の脇

に碑のみが残る。 

神流川 
当時の武蔵国と上野国の国境。（現在の埼玉、群馬の

県境） 
当時は徒歩渡りだったが、出水時には舟渡しだった。 



神流川古戦場跡 
本能寺の変を知った信長の家臣滝川一益の2万の軍

は、機に乗じて攻め入ってきた北条氏邦の5万の軍勢

と、この地で激突した。 初日は勝利で飾るも、3日後に

は大敗を喫し、多くの戦死者を出した。 

見通灯篭 
道が見通せるようにと建てられた大き

な灯篭。現在建っているのは、復元。 

八坂神社 
神社の脇には芭蕉句碑が佇む。 

諏訪神社 
境内には、石鳥居や御輿が保存されている。

また、正月と春、秋には、安政3年（1856）より

伝承されている獅子舞が毎年奉納される。 



明治天皇行在所跡 
北陸・東海視察に出た明治天皇が宿泊した場

所の一つ。現在は、建物が行在所公園という

公園に含まれる形で存在している。町の文化

財に指定されている。 

弁財天神社 
天明3年（1783）の創建。以前ここに

は清水があり、芭蕉もこのような句を

残している。 



信迎庵 
観音堂で、六地蔵が置かれている。 







北向子育観音 
「北向観音」と呼ばれる北向子育観音

で、頬杖した如意輪観音がある。 





須賀庄脇本陣跡 
須賀庄脇本陣跡は道路に面した場所に、

勅使河原本陣跡と同様の碑が立っていた。 

高札場跡 
須賀脇本陣跡の５０ｍほど先に「高札場

跡」が復元されており「高札場跡碑」もある。

後ろの「樅の木」には伝説が伝わる。 



安楽寺 
この寺に伝えられる板碑は将棋の駒型をした天引石（砂

岩）に梵字で阿弥陀三尊に天蓋、花瓶二つが付けられて

いる。風化が激しく年号が読めないが、南北朝時代を下

るものではないとのこと。板碑とは板仏（いたほとけ）また

は平仏といい、正式には板石卒塔婆と呼ばれる。 



分岐点 
ここは、迷いやすいので気をつける。 
ほっかほっか亭脇の道にある、ビルと民

家の間の細い道に入る。 



宿場案内の木柱 
倉賀野宿と高崎宿の方向・キロ数が書か

れている木柱。 









中山道街道絵巻 
この絵巻が作られた目的は、「高崎のまちの景観をよ

りよいものにする為、また高崎の文化的、歴史的なも

のをよみがえらせる為、そして高崎の景観を乱すと思

われるものへの対策を施す為」ということである。 
新町宿から坂本宿までが描かれている。 



山田家(旧山源漆器店) 
明治13年の大火により町家の大半が焼失した本町地区は、防火

を考慮し、土蔵造り瓦屋根葺きの町家が増えた。 
この山田家は、北側の通りに向かって熨斗瓦積みの棟瓦、鬼瓦

及びカゲ盛を見せる屋根、それを受ける3段の軒蛇腹、2階の2つ
の窓に備え付けられた軸吊り形式の防火扉、そしてなによりも漆

喰で仕上げられ黒く塗られた外壁はとても風情がある。 

高崎神社 
もとは熊野神社といい、紀州の熊野の神を祀っ

ている。伊邪那美の神を主神とし、その他に速玉

男神と事解男神とが合わせ祀られている。伊邪

那美の神は、伊邪那岐の神と夫婦の契りを交わ

し、結びの神と崇められている。 

惠德寺 
正年間（1573～1592年）井伊直弼公が、伯母で

ある惠德院宗貞尼菩薩の為、箕輪日向峰に一

宇を創立し松隆山惠德院と号した。 
慶長3年（1598年）井伊直弼公が和田城入城の

折に、この寺を城北榎森に移し、松隆東向院惠

德寺と改めた。 

長松寺 
長松寺の本堂には、狩野派の絵師「狩野探雲」による龍と

天女の絵と涅槃図の掛け軸がある。これは、高崎市指定重

要文化財である。 
この寺の客間は高崎城から移築されたのもで、江戸幕府3
代将軍徳川家光の弟、徳川忠長が切腹した部屋と伝えら

れている。 

山田文庫 
この建物は、明治・大正・昭和と高崎の産業界で中

心的な役割を担った山田昌吉、山田勝次郎らの居

宅であった。1974年に勝次郎が創設した（財）山田

文庫の図書館として、現在は一般に公開されてい

る。 
屋敷蔵、土蔵2棟、明治16年移築の茶室などが、近

代商都高崎の歴史を物語っている。 



正一位稲荷大明神 
「正一位稲荷大明神」の称号は、伏見稲荷の祭神を、「稲荷勧請」

によって、各地の稲荷の社祠に分祀したことを示すものである。そ

して「正一位」の神階は、伏見稲荷を「狐の本所」とする観念と関

わりながら、「狐の官位」として普及していった。 

君ヶ代橋 
君ヶ代橋と言う名は、明治11年9月明治天皇が北陸東海御行幸

のとき、馬車で木橋を渡られたことを記念して命名された。 
この君ヶ代橋親柱は、昭和6年に木橋から銅橋に架け替えられた

ときのもの。昭和52年より10年の歳月をかけて、三層構造のイン

ターチェンジが建設された。君ヶ代橋も新たに架け替えられた為、

ここの移設された。 

万日堂 
万日堂の本尊はみかえり阿弥陀像で、桧の寄木造りで作られて

いる。やさしい顔立ちの来迎阿弥陀如来の立像で、振り返ってい

るように横向きに作られている。 
昔、永観律師が不断念仏を思い立ち、本尊をめぐって行道念仏を

していたが、つい眠くなって立ち止まったところ、本尊が「永観遅い

ぞ。」と後ろを振り返って声をかけたという。 
万日堂の入り口には「おもしろひ夢見る顔や涅槃像」と刻まれた、

注意鳥酔の句碑が立っている。 



若宮八幡宮 
平安末期に、源頼義、源義家親子によって建立され

たと伝えられる。武将、兵士、一般大衆の信仰が厚

かった。境内には、義家の腰掛石がある。 



茶屋本陣跡 
和宮が休憩をしたと言われて

いる茶屋本陣。 

藤塚一里塚 
江戸から数えて28番目の一里塚。

群馬県下で、唯一現存する。 



八幡宮の鳥居 
上野國一社八幡宮の鳥居。この神社は、天徳元年

（957年）の創建。境内敷地は約9,000坪で、源頼義・義

家父子や頼朝、さらには新田氏、足利氏、武田氏等関

東源氏一門の崇敬を受け、徳川幕府からは朱印地

100石を寄進されていた。 





板鼻宿本陣跡 
板鼻宿の本陣跡。現在は碑のみが

残されている。 



諏訪神社 
全国にある諏訪神社の一つ。中宿に

あり、道からも見えやすい位置にある。 



正龍寺 
上野国、第25番札所で、千手観音を本

尊とする寺。境内には、馬頭観音の碑

も建っている。 



安中宿本陣跡 
安中宿の本陣跡で、現在は郵便局の

入口付近にひっそりと碑が立つのみと

なっている。 

安楽寺 
天台宗の寺院。 

便覧舎跡 
湯浅治郎が明治5年（1872）に開設した、日

本最初の私設図書館があった場所。明治

26年（1893）の火災で全焼したため、現在

は碑が残るのみである。 



安中大木戸跡 
安中宿の京側の入口だったと思われる。 
単なる「木戸跡」ではなく、「大木戸跡」と

なっている理由については不明。 
小さな碑が立つ。 

愛宕神社 
全国にある愛宕神社のひとつ。愛宕信仰

は、京都市の愛宕山山頂に鎮座する愛宕

神社から発祥したと言われている。 



杉並木 
江戸期には700本余りの杉並木があったが、

現在は10数本を残すのみとなっている。し

かし、残された杉は立派で、国の天然記念

物に指定されている。 



原市高札場跡 
以前立場があったようで、高札場跡があっ

た場所として伝わっている。明治天皇原市

御小休所の碑が隣に立つ。 

真光寺の鐘 
安中市で、戦災を免れた数少ない時の鐘。

真光寺が廃寺となった後も、鐘のみが残さ

れている。 



八本木地蔵堂 
霊験あらたかな秘仏として、百年に一度ご

開帳される。日本三地蔵（新発田、八本木、

壬生）の一つとして崇敬を集めた。 

八本木旧立場茶屋 
立場茶屋の跡。向かいには八本木地

蔵堂がある。 



日枝神社 
現在の社殿は明治44年に再建されたもの。

神楽殿が社殿の直前にあり、くぐって参詣

する様式は珍しい。 





妙義道常夜燈社 
石には「是より妙義道」と刻まれており、妙

義神社への参詣者のための道しるべとなっ

ていた。元々は、ここから東へ50メートルほ

どの場所にあった。 



崇徳寺 
臨済宗の寺院。 



松井田八幡宮 
創建は不明。建久8年（1197）に源頼朝

が立ち寄った記録がある。県の重要文

化財に指定されている本殿は、寛永年

間（1624～1644）の建立といわれている。 



補陀寺 
曹洞宗の寺院。松井田城主大

道寺政繁の墓がある。 

一里塚跡 
中山道、32里目の一里塚。南

側には遺構が残る。 





茶釜石 
もとは、丸山坂の上にあったもの。たまたまここを

通った蜀山人がこの石を叩いたところ、珍しい音が

したため、下の狂歌を作ったという。 
五料（五両）では あんまり高い（位置が高い） 茶

釜石 音打（値うち）をきいて 通る旅人この音、空

の茶釜のような音であるため、その名がある。 



百合若足跡石 
その昔、ここで百合若大臣という大男が、この地か

ら弓を射て、その時踏ん張った足跡石が路傍に残

り、真正面にある岩には、彼が射通したという穴が

あいている…という伝承がある。 
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